
 

学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

 

（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

 

①学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

1)定員設定の考え方 

食マネジメント学部は、私立大学の経済・経営・商系を取り巻く一般的な志願状況、本学へ

の志願動向、独自に行った高校生へのアンケート結果、および教育研究の充実の観点から、入

学定員 320 人、収容定員 1,280 人とした。 

  食マネジメント学部は、食関連の高度マネジメント人材を養成することを目的とした、経済

学関係を学位の分野とする教育研究を行う学部である。同学部の入学定員および収容定員の設

定にあたっては、下記の「2)」にその根拠となるデータを示すとともに、次項「イ」において詳

細な分析結果を述べ、これらの定員充足の見込みを前提として、入学試験ごとの募集人数の妥

当性と受験生確保の見込み、学生納付金収入による教育研究の持続性といった観点を総合的に

勘案した。 

 

2)定員充足の見込み 

(i)私立大学における経済・経営・商系の志願者動向 

食マネジメント学部は、先述のとおり食関連の高度マネジメント人材を養成することを目的

にした、経済学関係を学位の分野とする学部であることから、本学部への入学を希望する志

願者の中心となるのは経済・経営・商系の大学・学部を進学先として志願する者であると考

えられる。この経済・経営・商系の志願者動向について直近の予備校調査によれば、文系 4系

統（文・人文系、社会・国際系、法・政治系、経済・経営・商系）のうち、経済・経営・商系

は志願者が 2番目に多く、2017（平成 29）年度入試においては、私立大学志願者総数 3,366,940

名の 20.2％にあたる 681,600 名が経済・経営・商系を志願している。私立大学の志願者数は、

2015（平成 27）年度から 2017（平成 29）年度の 3 年間で 11.6％増加しており、その中でも

特に、経済・経営・商系は 23.1％の増加を示している。このように経済・経営・商系の志願

状況が堅調な動向から、入学者を充分に確保できる状況にあるといえる（資料 1 「2017 年

度入試 私立大入試結果 河合塾」）。 

 

(ⅱ)立命館大学の志願者動向 

志願者の動向は、学部・学科の分野とともに、大学の持つ社会的認知の状況も大きな影響

を与える。立命館大学の 2017（平成 29）年度入学者対象の入学試験結果（資料 2 「立命館大

学の志願者・合格者・入学者数の推移」）では、全学部の入学定員 7,629 人に対し、志願者

は 100,287 名、志願倍率が 13.1 倍であった。また、合格者については、31,111 名であり、競

争倍率は 3.2 倍、入学手続き率は、25.1％であった。過去 5年間の全学部の志願者・合格者・

入学者数の推移（資料 2 「立命館大学の志願者・合格者・入学者数の推移」）においても、

本学は安定して受験生および入学者を確保している。 
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(ⅲ)高校向けアンケートにおける学生確保の見込み 

食マネジメント学部の新設に伴い、学生確保の見通しについて、高校 3 年生に 2 件のアン

ケート調査を実施した。全国の高校 3 年生へのアンケート（資料 3 食マネジメント学部進

学意向に関する調査報告書）に回答したのは、309 名である。また、提携校および附属校の高

校 3年生へのアンケート（資料 4  提携校および附属校アンケート調査結果）も行った。ア

ンケートに回答したのは、提携校の高校 3 年生 743 名、附属校の高校 3年生 1,183 名である。 

全国の高校 3年生（N=309）へのアンケートにおいて、受験希望については、15.5％（検討

する 3.2％、検討する可能性がある 12.3％）であった。また受験を検討しないという回答を

除いた 125 名に合格した場合の進学を尋ねたところ、36.0％（ぜひ進学したい 10.4％、検討

したい 25.6％）が進学意向を示した。 

関西圏に存在する提携校の高校 3年生（N=743）へのアンケートにおいて、受験希望につい

ては、24.0％（受験したい 5.1％、どちらかと言えば受験したい 18.9％）であった。また受

験しないという回答を除いた者に対して合格した場合の進学意欲を尋ねたところ、合格した

場合入学したいと回答した者が 51.3％であった。 

さらに、本学の 4附属校の高校 3年生（N=1,183）のアンケートにおいては、13.5％が強い

進学意向（とても進学したい 9.9％、進学したい 3.6％）を示した。 

このような全国の高校 3 年生の意向、関西圏に立地する提携校の高校 3 年生、および附属

校の高校 3 年生へのアンケート結果から見れば、入学定員は確実に充足すると見込む事がで

きる。 

 

上記のように、食マネジメント学部の定員は、予備校の調査による経済・経営・商系の志

願状況が堅調であること、本学への志願動向が堅調に推移していること、今般実施した高校

生へのアンケート調査で充分な入学希望者があること、この 3 点から入学定員の充足が可能

であると判断した。 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

食マネジメント学部の新設に伴い、高校生へのアンケートによるデータを収集して分析を

行った（資料 3 食マネジメント学部進学意向に関する調査報告書、資料 4  提携校および付

属校アンケート調査結果）。なお、この調査においては、一般の高校 3 年生へのインターネ

ットアンケート、本学の提携校 4 校へのアンケート、附属校 4 校へのアンケートを実施して

いる。 

 

1)一般の高校 3 年生へのアンケートにおける学生確保の見込み 

・調査対象： マクロミルモニターに登録する全国の 15～18 歳の男女のうち、大学への進学

を希望する高校 3年生（2017（平成 29）年 4月時点） 

・実施人数：309 人 

・調査方法：36,366 人に対してインターネットにて事前調査を行い、その回答者のうち大学

への進学を希望する高校 3年生に対してインターネットにて本調査を実施 

・調査期間：2017（平成 29）年 4月 24 日～27 日 
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・アンケート対象者への開示情報内容 

：学部学科名称、設置理念、養成する人材像、カリキュラム概要、想定進路、 

設置場所、学生納付金 

 

一般の高校 3 年生向けアンケートでは、興味のある学問分野（複数回答）として食マネジメ

ント学部の学位の分野である経済学と関わる「経済学・経営学・商学」に関わる学部への回答

が、経済学部 19.1％、経営学部 13.9％、商学部 9.1％となっていた。つまり、最低でも高校生

の 5人に 1人が経済学・経営学・商学に興味を持っていることを示している。 

また立命館大学が設置を予定する「食マネジメント学部」の概要を示したうえで、学びに関

する興味および受験意欲、進学意欲について回答を求めた。食マネジメント学部への興味に関

しては、全回答者のうち、「興味が湧く」10.7％、「やや興味が湧く」30.4％となっており、ア

ンケート対象となっている高校 3 年生のうち、41.1％が何らかの興味を持っている事が判明し

た。 

その上で、受験希望については、「候補の 1 つとして、検討する」3.2％、「候補の 1つとし

て、検討する可能性がありそう」12.3％であった。さらに検討の余地をわずかでも残している

層、「候補の 1 つとして、検討する可能性がわずかにありそう」24.9％であった。 

さらに、受験を「検討しない」と回答した者を除いた対象（N=125）に入学意欲について回答

を求めたところ、「是非進学したい」10.4％、「進学を検討したい」25.6％、「どちらかと言え

ば、進学を検討したい」49.6％であった。 

 

2)立命館大学が提携する高等学校の高校 3 年生へのアンケートにおける学生確保の見込み 

・調査対象：平安女学院高等学校、育英西高等学校、初芝立命館高等学校、初芝橋本高等学校 

・実施人数：743 人 

・調査方法：立命館大学が提携する高等学校 4 校にアンケート用紙を必要部数送付し、各校

の教職員から調査対象者（高校 3年生）にアンケート用紙を配布の上、10 分程

度の回答時間を設け、その場で回収した。 

・調査期間：2017（平成 29）年 4月 24 日から 5月 12日 

・アンケート対象者への開示情報内容 

：学部学科名称、設置理念、養成する人材像、カリキュラム概要、想定進路、設置

場所、学生納付金 

 

 提携する高等学校は、食マネジメント学部にとっても学生層の多くを確保する地域の関西圏に

位置する高等学校である。この対象へ、立命館大学が設置を予定する「食マネジメント学部」の

概要を示したうえで、進路の予定および受験意欲、進学意欲について回答を求めた。 

 高校卒業後の進路については、92.2％が大学と回答しており、進学への意欲の高い層であると

言える。その上で、「食マネジメント学部」への興味を尋ねたところ、「とても興味がある」6.9%、

「どちらかと言えば興味がある」20.8％、「興味がある」11.3％であった。 

 次に受験意欲を尋ねたところ、「受験したい」5.1％、「どちらかと言えば受験したい」18.9％

であった。おおよそ 24.0%が受験への意欲を持っている事となる。 

 上記の受験意欲を持つ者に対して入学への意欲を尋ねたところ、「合格した場合入学したい」
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51.3％、「合格した場合、併願大学の結果によっては入学したい」48.7％と、積極的に入学したい

と考える者の方が多くなっていた。 

 「合格した場合入学したい」と回答した者以外の者に、その理由を尋ねたところ、61.0％が「興

味・関心のある分野ではないから」を選択しており、受験しない、また併願大学の結果を見る層

においては、食のマネジメントそのものへの関心が薄い層である事が判明した。 

 

3)立命館大学附属高等学校アンケートにおける学生確保の見込み 

・調査対象：立命館高等学校、立命館宇治高等学校、立命館慶祥高等学校、 

立命館守山高等学校 

・実施人数： 1,183 人 

・調査方法：立命館大学の附属高校 4 校に高校生アンケート用紙を必要部数送付し、各校の

教職員から調査対象者（高校 3年生）にアンケート用紙を配布の上、10分程度

の回答時間を設け、その場で回収した。 

・調査期間：2017（平成 29）年 4月 24 日から 5月 12日 

・アンケート対象者への開示情報内容 

：学部学科名称、設置理念、養成する人材像、カリキュラム概要、想定進路、設置

場所、学生納付金 

 

立命館大学が設置を予定する「食マネジメント学部」の概要を示したうえで、進路の予定お

よび受験意欲、進学意欲について回答を求めた。卒業後の進路としては「立命館大学」73.8％、

「立命館大学以外の大学」23.4％であった。 

食マネジメント学部への興味については、「とても興味がある」14.6%、「どちらかと言えば

興味がある」19.2％、「興味がある」11.6％であった。 

その上で、進学意欲について回答を求めたところ、「とても進学したい」9.9％、「進学した

い」3.6％、「どちらかといえば進学したい」11.7％であった。 

「進学しない」と回答した者にその理由について回答を求めた（複数回答）ところ、71.7％

が「興味・関心のある分野ではないから」を選択しており、進学を希望しない層においては、食

のマネジメントそのものへの関心が薄い層である事が判明した。 

 

なお、2016（平成 28）年度に行った全国の高校 2 年生 19,800 名と附属校 1,065 人の計 20,865

人を対象とした食科学部名での調査（資料 5 立命館大学「食科学部」設置に係るニーズアセス

メント調査（高校生アンケート調査）報告書（2016 年度調査））においても、食に関する新た

な学部について、高校生の関心の高さが見られる結果となっており、この二回の調査を通じて

みれば、定員充足は十分に可能であると言える。 

 

②学生確保に向けた具体的な取組状況 

1) 2016（平成 28）年度における取組 

  食マネジメント学部の開設に向けて、経済学分野の学びが前提となるが、食マネジメント学

という名称を含んだ学部が国内に存在しないこともあり、食マネジメントの教育研究の原点で

ある食科学の意味や、食マネジメント学部の学びのコンセプトなど、幅広い広報を中心として
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実施してきている。なお、この広報活動では学生募集に関わる事項は出していない。 

  この広報活動を進めるにあたり、本学の入試広報を実施する入学センター、一般的な学園の

広報を実施する広報課と連携をし、本学部のコンセプトが受験生に伝わるかどうかに関するヒ

アリング調査を予備校に実施した。これにより得た情報を踏まえ、下記の取組を実施した。 

 

a) オープンキャンパス（2016（平成 28）年 8 月）において相談ブースを設置 

  食マネジメント学部の設置構想を広く伝えていく広報の一環として、本学部の設置予定キャ

ンパスである、びわこ・くさつキャンパスで開催されたオープンキャンパスの相談ブースにお

いて、説明する機会を設けた。相談には 80名が訪れた。 

 

b)インターネットによる広報 

  雑誌等へ掲載されることもあり、2016（平成 28）年 9月 26 日から本学部のホームページを開

設している。また併せて、食の学びやキャリアを示すホームページも 2017（平成 29）年 2月よ

り開設している。これらの活動により、食マネジメントに関する学びを中心とした広報だけで

はなく、食マネジメントや食科学の社会的理解を促す役割も果たしている。 

 

c)高大連携の取組 

  本学の 4 附属校において、高大接続の観点から教員および生徒に対して、食マネジメント学

部の理解を深めるための広報活動を行っている。附属校からは、高大接続のための授業開発の

相談などもあり、継続的な相談および情報提供を行っている。 

 

なお、各種広報活動に関しては、「2018（平成 30）年度設置構想中」である旨を必ず明示し

ており、内容は予定であり変更する可能性について、周知を徹底した広報を行っている。 

 

2) 2017（平成 29）年度における取組予定 

2016（平成 28）年度の広報活動と同様に、学内関係部署が密接な連携のもとに組織的な広報

活動に取組む。また、食マネジメント学部の設置にともなう収容定員の増加に関わる学則変

更の認可後には、学生募集とともに社会的認知を向上させるためにも、具体的な学びと将来

像の可能性についての広報活動を実施する。 

具体的には学部パンフレットを作成し、高等学校、予備校への送付とともに、全国の高等

学校の進路指導室を訪問し、食マネジメント学部の教育理念や人材育成目的等について丁寧

に説明する。また、附属校と連携した取組や入試相談会などにも積極的に参加して、受験生

等へ直接説明する機会を設ける。あわせて、大学案内パンフレットや大学の入試サイトへの

掲載、ホームページのさらなる充実を図る。 

 

 

（２）人材需要の動向等社会の要請 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

現代の人類社会が直面する食の課題は、複雑かつ緊密にからみ合っている。経済、社会のあ

り方などを包括したシステムとしての視点から、文化、歴史からテクノロジーまでを総合的に
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理解し解決の道を探っていくことが求められている。いま社会から要請されている食に関わる

学びの体系は、食との関わりのなかで、人間の生活環境としての社会を系統的・実証的に分析

する社会科学、人間の生活の営みや文化活動を分析し理解する人文科学と、食材から体内への

取り込みと認知までの一連の科学的な仕組みを理解する自然科学からの研究成果を視野に捉え

ながら、具体的に社会の発展へ還元する実践を可能とするための総合的な学びの体系である。

この総合的な学びと知の体系を「食科学」と呼ぶ。 

「食科学」はグローバル化し複雑化した 21世紀における経済・社会が直面する、食に関わる

様々な課題の解決へ向けて教育研究上で発展が見込まれ、また社会から必要とされているアプ

ローチである。このアプローチによって、食の社会問題を俯瞰的に理解し、問題解決に向けて、

社会科学、人文科学、自然科学という従来の学問の枠組みを超えた広い学識と高い倫理観を備

えた、よりよい社会作りに実際に貢献しうる人材を養成することが可能となる。 

その上で、立命館大学が設置する「食マネジメント学部」は、社会的要請を受けて、持続的で

安定的なシステムを構築し運営する高度マネジメント人材を養成する。すなわち、「食科学」

の中でも特に、食に関わる分野の企業経営から地域経営、あるいは国民経済、国際経済の政策

決定などで中心的な役割を担う人材の養成である。そのために、経済学・経営学を基幹とした

フードマネジメントの分野を中心に据えた上で、それを支えるフードカルチャー、フードテク

ノロジーの 2分野からなる体系を持つ教育課程を構築する。 

これらを踏まえて、食マネジメント学部では、人材育成目的を「経済学・経営学を基盤とし

ながら、食に関する深い知見を培い、高度なマネジメント能力と実践的な行動力を備え、食の

人類的な課題の解決に寄与できる人材を育成する。」とおき、具体的な教育目標を下記のとお

り設定する。 

(a)食に関する広い関心を持ち、多様な視点を相互に関連付けて食を理解しようとする意欲

と態度を持つ。 

(b)経済・経営に関する知識を中心に、幅広い学問分野の知識を身に付けることによって、

食に関する国内外の諸事象を理解できる。 

(c)食に関する国内外の課題解決のために、倫理的な態度と責任感を持って、他者とコミュ

ニケーションを取りながら協働できる。 

(d)食に関する国内外の課題を発見・設定し、その課題に向けて社会での実践的な行動に移

すことができる。 

(e)食に関する多様な考え方を関連付けて理解・分析した上で、自分の考えを明確にして発

信することができる。 

 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

1)高度マネジメント人材の重要性 

 添付資料（資料 6 「経済産業省 飲食関連産業の動向（FBI 2016 年第４四半期）」）によれ

ば、フード・ビジネスの従業者数は 1,014 万人（2014（平成 16）年）で、内訳は、食料品工業：

143 万人、食料品流通業：393 万人、飲食サービス業：480 万人である。民営事業所における従業

者数 5,742 万人（平成 26年総務省統計局経済センサス基礎調査）と比較すると、約 18％程度を占

める。また名目のフード・ビジネスの事業規模は 178 兆 7,800 億円に上る。 

これらには金融、公務員、コンサルティングあるいは農協など、広く食を扱う業界や地域活性
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化への支援業務、ホテル、病院・介護、駅や空港、学校などでの飲食サービス業務、さらには業務

用及び家庭用の電気・ガスの各種厨房機器事業、食器などの食関連用具生産、食の IT 関連事業そ

して農業生産は、含まれていない。これらを合計すると、何らかの形で食の知識を必要とする従

業者数比率は 18％よりもかなり高いことが推測される。 

以上より、食マネジメント学部の養成する食関連の高度マネジメント人材の需要は、広範で多

彩な領域において存在していると考えられる。 

  

2) 外部機関によるアンケート調査 

食マネジメント学部の新設に伴い、人材需要の動向など社会的、地域的なニーズを明らかに

するために、外部機関による以下のアンケート調査を実施して、中立的、客観的なデータを

収集し、分析を行った（資料 7 「食マネジメント学部卒業生に対する企業採用意向調査報告

書」）。 

 

・食マネジメント学部卒業生に対する企業採用意向 

調査対象：マクロミルモニターに登録する全国の 20～59 歳の男女のうち、従業員規模が

50 名以上の企業で採用に従事する者 

実施人数：412 人 

調査方法：138,856 人に対してインターネットにて事前調査を行い、その回答者のうち

50名以上の従業員を抱える企業の採用に従事する者に対してインターネット

で本調査を実施 

調査期間：2017（平成 29）年 4月 24 日～4月 27日 

・アンケート対象者への開示情報内容 

：学部学科名称、設置理念、養成する人材像、カリキュラム概要、想定進路、 

設置場所、学生納付金 

 

・アンケート調査結果 

   食マネジメント学部の教育内容や教育目標等の概要を示し、社会的な必要性について尋ね

たところ、全体のうち 51.7％が「必要だと思う」「どちらかと言えば必要だと思う」を選択

した。うち、採用業務を主としている者に限れば、54.0％が必要性を認めていた。 

   食マネジメント学部についての実際の採用意向については、本調査において、全体で 36.4％

が「ぜひ採用したい」「採用を検討したい」を選択した。また、「採用を検討しない」という

採用意向が全くないものは、19.7％であった。また、採用意向に関しては、採用業務を主と

している者に限れば、40.7％が「採用をしたい」「採用を検討したい」を選択した。 

   上記について、さらに詳細な分析をしたところ、200人以上の従業員数のある企業の採用担

当者にとって必要性が高い、と判断していた。つまり規模が大きな企業において、特に採用

担当者から見れば、食マネジメント学部での学びが社会で必要とされているといえる。また、

同様に、採用意向においても、300 人以上の規模の企業の採用担当者において「採用したい」

「採用を検討したい」という意向が強くなっていた。 

   さらに、採用について積極的でなかった者にその理由を尋ねたところ、「学生を実際に見

なければわからない」58.4％が最も多く、人物本位の採用のため、学部としての学びの内容
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や人材育成目的などよりも直接の学生との接触により採用を決める意向の強いものであった。 

   なお、2016（平成 28）年度にも食科学部名で同様の調査（資料 8  食科学部卒業生に対

する企業採用意向調査報告書）を行っているが、その調査の結果も、2017（平成 29）年度調

査と同様の結果であった。 

 

3)コンソーシアム参加企業へのヒアリング 

立命館大学の「食サービス分野における高度マネジメント人材育成」プログラムは、経済産

業省の「産学連携サービス経営人材育成事業」（大学等における「サービス経営人材育成」教育

プログラム開発）に、2015（平成 27）年度より 3年連続で採択されている（資料 9 「食サービ

ス分野における高度マネジメント人材育成」）。 

本事業において、立命館大学アカデミックセンターが、食サービスの人材養成のプログラム

を作成するために、企業コンソーシアムを形成した。食マネジメント学部のカリキュラム等に

ついても企業からの意見を頂くなど、高度マネジメント人材を養成するためのヒアリングを継

続して行ってきた。このコンソーシアム企業へのヒアリングの中でも、食マネジメント学部生

の卒業時への期待は高く、人材育成目的や教育目標についても、高い評価を頂いている。併せ

て、卒業生の採用意向についても、きわめて高い意向を持っており、教育課程におけるキャリ

ア教育に関連した科目の開発についても、全面的な協力が得られる事が決定している。 

 

 

  上記のような調査の結果から、新設される食マネジメント学部における教育目標と人材育成

目的の社会的な必要性は高いといえる。また学生のキャリア形成を見越した際に、企業の採用

担当者が採用を検討する、と回答しているように、進路選択時において、食マネジメント学部

入学生が期待する進路を切り拓く条件が整っている。つまり食マネジメントで人材育成目的に

沿って育成した人材の需要が存在する事が明らかである。 

 

 

                                      以 上 

 

＜添付資料＞ 

 

資料 1 2017 年度入試 私立大入試結果 河合塾 

資料 2 立命館大学の志願者・合格者・入学者数の推移 

資料 3 食マネジメント学部進学意向に関する調査報告書 

資料 4  提携校および付属校アンケート調査結果 

資料 5 立命館大学「食科学部」設置に係るニーズアセスメント調査（高校生アンケート調査）

報告書（2016 年度調査） 

資料 6 経済産業省 飲食関連産業の動向（FBI 2016 年第４四半期） 

資料 7  食マネジメント学部卒業生に対する企業採用意向調査報告書 

資料 8 食科学部卒業生に対する企業採用意向 調査報告書 

資料 9 食サービス分野における高度マネジメント人材育成 

88



© K aw aijuku E ducational Institution.

  3,017,362   3,131,003 104% 108% 101%        3.2        3.3        3.7

  2,046,603   2,136,402 104% 108% 101%        3.6        3.7        4.1

102% 107% 100% 100%        2.7        2.8        3.0

  2,808,046   3,104,023 103% 107%    868,276     878,681    866,162 101%        3.2        3.3        3.6

    226,716 108% 116%     63,283        3.3        3.8        4.7

      33,680       32,644 106% 101%        1.8        1.7

      32,467       37,726 107%     16,033 104%        2.1        2.1        2.4

      37,444       43,673 102% 117%     16,430     17,267 101% 104%        2.2        2.3

  1,811,141 104% 107% 101%        3.6        3.7        4.1

      21,060       20,874       22,823     10,388 103% 111%        2.3        2.2        2.2

    276,402     302,082 100%     101,384        2.7        2.7        3.0

    811,344 104% 110%    208,642     210,623 101%        3.4

      44,116 104%     23,724 101%        2.0

      10,887 101% 102%        1.8

    122,310     127,316 106% 104% 100%        2.3        2.4        2.6

  3,017,362   3,131,003 104% 108% 101%        3.2        3.3        3.7

      20,213      10,642 113% 103%        2.2        1.8

      23,640 110% 108% 107%        2.3        2.3        2.6

      22,680       27,812 103% 104% 108%        2.6        2.6        2.8

  1,216,706 107% 101%        4.0        4.1        4.6

      12,434       13,672 100% 110%       4,732 100%        2.6        2.6

    171,130     186,368 101% 100%        3.1        3.1        3.4

111%    142,468 102%        3.7        3.8        4.3

      31,031     16,317 104% 100%        2.0

       8,464        8,223        7,821        4,132       4,310 104%        2.0        1.8

      74,033 102%     30,304     28,342        2.4        2.6        2.8

  2,046,603   2,136,402 104% 108% 101%        3.6        3.7        4.1

      14,048       13,467       8,613        8,437       8,347        1.6        1.6

      11,072       12,124 100%       6,316        6,232       6,107        1.8        1.8        2.0

100% 112%       7,773       7,477        1.8        2.1

103% 106% 101% 100%        3.0        3.1        3.3

       8,440 108%       4,386        4,611 106%        2.0        1.8

100% 110%     47,142     46,747 102%        2.2        2.3

    184,484 101% 107%     66,174        2.8        3.1

106% 101%       7,407        7,161        1.8        2.0

       2,423        2,740        2,676 113%       1,422       1,421        1.7        1.8

      41,714       44,802 107% 108%      20,280 103% 104%        2.1        2.2        2.3

102% 107% 100% 100%        2.7        2.8        3.0
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       3.1        3.4

103% 117% 100%         3.1        3.2        3.8

    223,670 111% 106% 100%        3.2        3.8

    681,600 107%    170,633 100%         3.2        4.1

    124,724     41,226     42,420 102% 101%         3.1        3.0

103% 106%    160,178    173,061 102% 106%         3.4        3.4        3.4

107%     27,484     27,283 106%         3.7        3.6        3.7

    331,781 100%     74,601     78,332 103%        4.2        4.1

102% 102% 107% 100%        18.0      17.2

       6,774       2,338 101% 107%         3.1        3.1        2.7

    24,601 104% 101%         4.1        3.4

      76,478 107% 104% 107% 104%         3.2        3.2        3.2

      66,371       67,316 100% 101%     21,601 104%         3.1

      82,616       77,604     28,406     28,434 100%        2.8        2.7

      87,846 103% 107%     27,678 106%         3.2        3.1        3.4

    110,036     128,284 111%         3.0        3.3        3.8

  3,131,003 104% 108% 101%         3.2        3.3        3.7

    422,224 106% 107%         3.2

    202,707     238,376 103% 118% 100%        3.6        4.4

    148,321     176,421 111% 107%         3.2        3.7        4.4

108%    107,622    102,866 100%         3.6        4.7

      81,331     26,463 104%         3.2        3.0        3.0

    384,277 106% 102%         3.7        3.7        3.8

      72,260 111% 104%         4.3        4.1        4.4

100% 106% 101%         4.8        4.4

      81,462 103% 101%       4,776 108%        17.6      16.8      17.2

       4,406       1,486 103% 101%         3.3        3.2

      67,481       61,308     17,227     16,847         4.3        3.6        3.4

106% 102%     17,202 102%         3.3        3.3        3.3

      47,338       47,712       47,643 101% 100% 103%         3.2        3.1        3.0

    18,021 102%         3.2        3.1        3.0

      60,243       64,361 107%     17,120 111%         3.3        3.2

      74,761 104%         3.4        3.7        4.4

  2,136,402 104% 108% 101%         3.6        3.7        4.1

104% 100%     70,468 100%        2.6        2.8

    111,367 102%     37,802     38,028     37,482 101%        3.0

      83,076 110% 104%     32,401 103% 87%         2.3        3.0

    178,221 106% 114%     62,480     63,732     62,613 102%         2.7        2.8        3.2

    14,884 107%         3.0        2.6

100% 108%     66,020 112%        3.0

      33,328 101% 100%     11,377     12,212 101% 107%        2.7

      82,682 104%     21,608     23,840 102% 108%         3.7        3.6

        788 111%        20.8      20.2

        663         802 121%         2.8

      27,833 101%       7,684       7,230 107%         3.6        3.3

      17,418       20,673 110% 108%       6,341 111%         3.0        3.0        3.0

100%       6,786       7,031 104% 108%         2.8        2.7        2.6

      23,704     10,600     10,131     10,413 103%         2.4        2.4        2.3

      30,672       33,077 100% 108%     10,303        3.2

      37,846       43,061 107% 114% 100%         2.4        2.6        3.0

102% 107% 100% 100%         2.7        2.8        3.0
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  3,017,362   3,131,003 104% 108% 101%        3.2        3.3        3.7

    242,620 101%        4.6        4.7

    430,363 103% 106% 102%        4.7        4.7

    240,818     264,728 110% 113%     74,762     73,468 102%        3.3        4.1

    100,012 100% 108%     26,214     24,664        3.8        4.4

    233,821     248,322 108% 106% 103%        4.1        4.3        4.0

      60,626 104%     27,273        2.2        2.4        2.8

    261,478 101% 106%     82,344 102%        3.2        3.2        3.7

    220,784 106% 117%     48,263 101% 104%        4.4        4.6

114%        1.6        1.7

106% 113%       4,226       4,023 102%        2.1        2.2        2.6

    106,148     120,601 103% 110%     37,383        2.8        3.1        3.4

      63,317       70,626 110% 102%     20,328     20,041        3.1        3.7

  2,046,603   2,136,402 104% 108% 101%        3.6        3.7        4.1

100% 106%        4.8

104% 106%     46,261 101%        6.3

    162,044     183,812 112% 113%     41,380        4.0        4.7

      62,741 100% 107%     14,382        4.4

110% 107%     33,213        4.8

      36,877       40,833 104% 111%     14,762        2.3

    181,228 102% 106% 104%        3.4        4.0

106%     32,340 101%        6.3

       6,027 102%       3,684        2.0        1.6        1.7

       6,707 101% 120%       2,646 106%        2.2        2.1        2.7

104% 111%     17,777     17,177 100%        3.6        3.7        4.3

      48,186 101%     13,372     12,848        3.3        3.7        4.1

102% 107% 100% 100%        2.7        2.8        3.0

      33,646 101% 100%        3.4

    131,286     138,204 100% 104%        4.0        4.2

    102,684 107% 113%     32,202 102%        3.0        3.0        3.4

      37,271       40,764 100%     11,832 100%        3.2        3.2

      84,182 106% 104% 123%        3.3        3.6        3.1

      26,106 104% 107%     11,821     11,128        2.1        2.3        2.6

      83,818     28,661     26,084        2.8        2.8        3.2

103%     18,028 106%        3.1        3.1        3.1

       3,443       2,061        1.7        1.6        1.6

       3,283        3,834 114% 102%       1,723        2.3        2.4

      42,723 101%     17,786        2.2        2.4        2.7

      22,440 111% 102%       7,463 103% 104%        2.8        3.1        3.0
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資料2　　立命館大学の志願者・合格者・入学者数の推移

学部名 2013年（平成25）年度 2014年（平成26）年度 2015年（平成27）年度 2016年（平成28）年度 2017年（平成29）年度
志願者 7,058 6,927 7,811 8,326 7,686
合格者 3,160 3,625 3,512 3,357 2,890
入学者（Ａ） 815 1,014 903 832 750
入学定員（Ｂ） 790 790 790 790 790
A/B 1.03 1.28 1.14 1.05 0.95
志願者 7,732 7,827 9,148 8,807 9,803
合格者 3,572 3,850 3,827 3,854 3,608
入学者（Ａ） 752 855 752 847 873
入学定員（Ｂ） 735 735 735 735 795
A/B 1.02 1.16 1.02 1.15 1.10
志願者 7,103 8,666 10,655 9,660 12,003
合格者 2,569 3,007 2,886 2,887 2,562
入学者（Ａ） 815 873 834 854 859
入学定員（Ｂ） 760 760 760 760 825
A/B 1.07 1.15 1.10 1.12 1.04
志願者 9,818 10,646 9,440 11,364 12,546
合格者 2,708 2,857 2,904 2,814 2,675
入学者（Ａ） 972 969 946 943 962
入学定員（Ｂ） 900 900 900 900 900
A/B 1.08 1.08 1.05 1.05 1.07
志願者 11,253 11,836 12,167 11,424 11,105
合格者 3,737 4,393 4,734 4,074 3,161
入学者（Ａ） 1,156 1,172 1,217 1,017 970
入学定員（Ｂ） 1,105 1,105 1,105 905 980
A/B 1.05 1.06 1.10 1.12 0.99
志願者 17,758 19,160 17,638 18,381 18,887
合格者 6,292 7,037 7,232 7,849 6,641
入学者（Ａ） 880 936 945 1,029 924
入学定員（Ｂ） 872 872 872 872 959
A/B 1.01 1.07 1.08 1.18 0.96
志願者 2,615 2,867 2,715 3,381 2,952
合格者 918 945 981 990 989
入学者（Ａ） 349 295 335 318 339
入学定員（Ｂ） 305 305 305 305 335
A/B 1.14 0.97 1.10 1.04 1.01
志願者 3,611 3,600 3,691 4,786 3,795
合格者 1,306 1,296 1,296 1,309 1,123
入学者（Ａ） 398 377 407 392 393
入学定員（Ｂ） 360 360 360 360 410
A/B 1.11 1.05 1.13 1.09 0.96
志願者 5,359 5,308 5,201 5,049 4,981
合格者 1,916 1,951 2,009 2,031 1,944
入学者（Ａ） 446 458 455 477 513
入学定員（Ｂ） 440 440 440 440 475
A/B 1.01 1.04 1.03 1.08 1.08
志願者 1,309 1,459 1,611 1,814 1,697
合格者 380 419 397 351 372
入学者（Ａ） 166 164 176 151 160
入学定員（Ｂ） 150 150 150 150 160
A/B 1.11 1.09 1.17 1.01 1.00
志願者 2,430 2,191 2,151 2,268 2,316
合格者 581 653 880 971 1,010
入学者（Ａ） 108 99 149 163 197
入学定員（Ｂ） 100 100 160 160 160
A/B 1.08 0.99 0.93 1.02 1.23
志願者 7,669 7,243 6,701 6,035 6,415
合格者 2,272 2,497 2,485 2,776 2,702
入学者（Ａ） 299 311 272 296 340
入学定員（Ｂ） 280 280 280 280 325
A/B 1.07 1.11 0.97 1.06 1.05
志願者 2,607 2,568 2,561 2,541 2,495
合格者 663 710 637 629 617
入学者（Ａ） 224 236 237 246 241
入学定員（Ｂ） 220 220 220 220 235
A/B 1.02 1.07 1.08 1.12 1.03
志願者 5,048 3,606
合格者 1,035 817
入学者（Ａ） 318 300
入学定員（Ｂ） 280 280
A/B 1.14 1.07
志願者 86,322 90,298 91,490 98,884 100,287
合格者 30,074 33,240 33,780 34,927 31,111
入学者（Ａ） 7,380 7,759 7,628 7,883 7,821
入学定員（Ｂ） 7,017 7,017 7,077 7,157 7,629
A/B 1.05 1.11 1.08 1.10 1.03

*　5月1日を基準日とするため、以下の入学者数比率には2017年度の9月入学者数は含まれていない。
・国際関係学部合計
・政策科学部合計
・大学合計

スポーツ健康科学部

総合心理学部

大学合計

生命科学部

法学部

経済学部

経営学部

産業社会学部

文学部

理工学部

国際関係学部

政策科学部

情報理工学部

映像学部

薬学部

12



学
校

法
人

立
命

館
御

中

2
0
1
7
年

5
月

合
同

会
社

オ
ン

サ
イ

ド
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

食
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

部
進

学
意

向
に

関
す

る

調
査

報
告

書

1
C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d

資
料
3

13



■
調
査
概
要

調
査

目
的

：
新

設
す

る
食

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
部

に
対

す
る

高
校

生
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

。
①

食
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

部
は

高
校

生
の

興
味

関
心

を
得

ら
れ

る
か

。
②

高
校

生
は

、
食

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
部

を
受

験
・
進

学
し

た
い

と
感

じ
る

か
。

調
査

対
象

：
マ

ク
ロ

ミ
ル

モ
ニ

タ
1
5
～

1
8
歳

男
女

調
査

地
域

：
全

国

調
査

方
法

：
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

リ
サ

ー
チ

調
査

時
期

：
【
事

前
調

査
】

2
0
1
7
年

4月
24

日
（
月

）
～

4
月

2
5日

（火
）

【
本

調
査

】
2
0
1
7
年

4月
26

日
（
水

）
～

4
月

2
7日

（木
）

有
効

回
答

数
：

【
事

前
調

査
】

3
6
,3

6
6
サ

ン
プ

ル
（
全

国
1
5
～

1
8
歳

男
女

）
【
本

調
査

】
3
0
9
サ

ン
プ

ル
（
2
0
1
7
年

4
月

時
点

の
新

高
校

３
年

生
で

、
大

学
進

学
希

望
者

）

調
査

実
施

機
関

：
合

同
会

社
オ

ン
サ

イ
ド

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ

C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d

2

14



調
査
対
象
者
属
性

3
C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d
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■
本
調
査
対
象
者
（
n=
30
9）

の
属
性
①

性
別

高
校
偏
差
値

地
域

職
業

進
学
希
望

4
C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d
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■
本
調
査
対
象
者
（
n=
30
9）

の
属
性
②

興
味
の
あ
る
学
問
分
野

5
C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d

17



調
査
結
果
【
要
約
】

6
C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d
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総
括

食
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

部
に

対
す

る
高

校
生

の
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

検
証

す
べ

く
、

外
部

機
関

で
あ

る
、

合
同

会
社

オ
ン

サ
イ

ド
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

（
所

在
地

：
東

京
都

三
鷹

市
）
が

調
査

を
実

施
し

た
。

調
査

の
方

法
は

、
前

頁
の

通
り
2
0
1
7
年
4
月

時
点

の
新

高
校

３
年

生
で

、
大

学
進

学
希

望
者

を
対

象
と

し
た

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
リ

サ
ー

チ
に

よ
る

。

調
査

期
間

に
つ

い
て

、
事

前
調

査
：

2
0
1
7
年
4
月
2
4
日

（
月

）
～
4
月
2
5
日

（
火

）
本

調
査

：
2
0
1
7
年
4
月
2
6
日

（
水

）
～
4
月
2
7
日

（
木

）
に

行
っ

た
。

【
高

校
生

か
ら

の
興

味
】

本
調

査
回

答
者

３
０

９
名

（
属

性
は

前
頁

）
に

対
し

て
本

学
部

へ
の

興
味

を
尋

ね
た

結
果

、
「
興

味
が

湧
く
」
、

「
や

や
興

味
が

湧
く
」
を

合
わ

せ
、

本
学

部
へ

の
興

味
を

４
１

．
１
%

が
示

し
て

い
る

。

【
高

校
生

受
験

意
向

に
つ

い
て

】

本
調

査
回

答
者

３
０

９
名

に
対

し
て

本
学

部
を

受
験

す
る

可
能

性
を

尋
ね

た
結

果
、

「候
補

の
１

つ
と

し
て

検
討

す
る

」
、

「
候

補
の

１
つ

と
し

て
検

討
す

る
可

能
性

が
あ

り
そ

う
」
、

「候
補

の
１

つ
と

し
て

検
討

す
る

可
能

性
が

わ
ず

か
に

あ
り

そ
う

」
ま

で
加

え
、

４
０

．
４

％
が

受
験

意
向

を
示

し
て

い
る

。

【
高

校
生

進
学

意
向

に
つ

い
て

】

受
験

意
向

の
あ

る
回

答
者

１
２

５
名

に
対

し
て

、
仮

に
合

格
し

た
場

合
、

本
学

部
に

進
学

す
る

可
能

性
を

尋
ね

た
結

果
、

「
是

非
進

学
し

た
い

」
、

「進
学

を
検

討
し

た
い

」、
「
ど

ち
ら

か
と

言
え

ば
、

進
学

を
検

討
し

た
い

」ま
で

加
え

、
８

５
．

６
％

が
進

学
意

向
を

示
し

て
い

る
。

7
C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
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 A
ll 
R
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h
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 R
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⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
へ
の
興
味

8
C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
リ

サ
ー

チ
か

ら
み

ら
れ

る
食

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
部

に
対

す
る

興
味

は
、

次
の

通
り

で
あ

る
。

■
食

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
部

へ
の

興
味

回
答

者
３

０
９

名
（
属

性
は

前
頁

）
全

体
で

、
「興

味
が

湧
く
」
、

「
や

や
興

味
が

湧
く
」
を

合
わ

せ
、

本
学

部
へ

の
興

味
を

４
１

．
１
%

が
示

し
て

い
る

。

[Q
2
]あ

な
た

は
、

自
分

の
進

学
先

を
考

え
る

に
あ

た
っ

て
、

こ
の

学
部

に
ど

の
程

度
興

味
が

湧
き

ま
す

か
。

(n
=
3
0
9
)

興
味

：
４

１
．

１
％

20



⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
へ
の
受
験
意
向

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
リ

サ
ー

チ
か

ら
み

ら
れ

る
食

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
部

へ
の

受
験

意
向

は
、

次
の

通
り

で
あ

る
。

■
食

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
部

へ
の

受
験

意
向

回
答

者
3
0
9
名

（
属

性
は

前
頁

）
に

対
し

て
本

学
部

を
受

験
す

る
可

能
性

を
尋

ね
た

結
果

、
「
候

補
の

１
つ

と
し

て
検

討
す

る
」
、

「
候

補
の

１
つ

と
し

て
検

討
す

る
可

能
性

が
あ

り
そ

う
」

の
強

い
検

討
意

向
を

１
５

．
５

％
が

示
し

た
。

ま
た

、
「
・
・
・わ

ず
か

に
あ

り
そ

う
」ま

で
加

え
る

と
、

４
０

．
４

％
が

受
験

の
可

能
性

を
示

し
て

い
る

。

9
C
o
p
yr
ig
h
t 
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 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
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n
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ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
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d

[Q
3
]で

は
、

ご
覧

い
た

だ
い

た
学

部
に

つ
い

て
、

受
験

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
こ

と
は

あ
り

そ
う

で
す

か
。

(n
=
3
0
9
)

強
い

意
向

あ
り

：
１

５
．

５
％

受
験

可
能

性
あ

り
：
４

０
．

４
％
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⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
へ
の
進
学
意
向

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
リ

サ
ー

チ
か

ら
み

ら
れ

る
食

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

へ
の

進
学

意
向

は
、

次
の

通
り

で
あ

る
。

■
食

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
部

へ
の

進
学

意
向

受
験

意
向

の
あ

る
回

答
者
1
2
5
名

に
対

し
て

合
格

し
た

場
合

、
本

学
部

に
進

学
す

る
可

能
性

を
尋

ね
た

結
果

、
「
是

非
進

学
し

た
い

」
、

「
進

学
を

検
討

し
た

い
」
、

の
強

い
意

向
を

３
６

％
が

示
し

た
。

ま
た

「
ど

ち
ら

か
と

言
え

ば
、

進
学

を
検

討
し

た
い

」
を

加
え

る
と

、
８

５
．

６
％

が
進

学
意

向
を

示
し

て
い

る
。

1
0

C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
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 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d

[Q
4
]ご

覧
い

た
だ

い
た

学
部

に
も

し
合

格
し

た
場

合
、

進
学

を
検

討
し

ま
す

か
。
(n
=
1
2
5
)

強
い

意
向

あ
り

：
３

６
％

意
向

あ
り

：
８

５
．

６
％
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調
査
結
果
【
詳
細
】

1
1

C
o
p
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h
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0
1
7
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n
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d
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n
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R
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h
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１
．
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
へ
の
興
味

＜
ク

ロ
ス

集
計

：
興

味
ｘ

偏
差

値
＞

•
偏

差
値

が
６

０
－

６
４

の
層

で
、

４
７

．
１

％
が

興
味

が
湧

く
と

答
え

て
お

り
、

最
も

強
く
興

味
が

示
さ

れ
て

い
る

。
食

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
部

の
想

定
偏

差
値

レ
ン

ジ
で

あ
り

、
ニ

ー
ズ

と
マ

ッ
チ

し
て

い
る

結
果

が
出

て
い

る
。

•
逆

に
最

も
興

味
が

少
な

い
の

が
偏

差
値

７
１

以
上

の
層

と
な

っ
て

い
る

（
※
n
=1
4
と

サ
ン

プ
ル

が
少

な
い

こ
と

に
注

意
）

1
2

C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
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n
g.
 

A
ll 
R
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h
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 R
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er
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１
．
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
へ
の
興
味

＜
ク

ロ
ス

集
計

：
興

味
ｘ

理
系

文
系

＞

•
全

体
的

に
は

、
文

系
と

理
系

に
よ

る
大

き
な

違
い

は
見

ら
れ

な
い

。
•

若
干

、
理

系
の

ほ
う

が
Ｔ

Ｏ
Ｐ

１
回

答
者

が
多

い
。

•
「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
、

理
系

だ
」
回

答
者

の
、

Ｂ
Ｏ

Ｔ
Ｔ

Ｏ
Ｍ

１
回

答
が

３
％

と
非

常
に

少
な

い
。

1
3

C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 

A
ll 
R
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h
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 R
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２
．
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
へ
の
受
験
意
向

＜
ク

ロ
ス

集
計

：
受

験
意

向
ｘ

偏
差

値
＞

•
偏

差
値

に
よ

る
受

験
意

向
は

、
大

き
く
は

違
い

が
な

い
と

言
え

る
。

•
偏

差
値

４
０

～
５

４
、

６
５

～
７

０
あ

た
り

の
学

生
の

受
験

意
向

が
高

い
。

1
4

C
o
p
yr
ig
h
t 
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0
1
7
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n
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d
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n
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２
．
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
へ
の
受
験
意
向

＜
ク

ロ
ス

集
計

：
受

験
意

向
ｘ

理
系

文
系

＞

•
文

系
の

受
験

意
向

は
、

理
系

に
比

べ
や

や
下

が
っ

て
い

る
と

言
え

る
。

•
「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
・
・
・
」
を

含
め

、
複

合
系

の
領

域
と

し
て

と
ら

え
ら

れ
て

い
る

。

1
5

C
o
p
yr
ig
h
t 
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0
1
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n
si
d
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n
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３
．
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
へ
の
進
学
意
向

＜
ク

ロ
ス

集
計

：
進

学
意

向
ｘ

理
系

文
系

＞

•
仮

に
合

格
し

た
場

合
、

の
進

学
意

向
は

い
ず

れ
も

高
い

。
•

Ｔ
Ｏ

Ｐ
２

で
見

た
場

合
、

偏
差

値
５

０
－

６
４

く
ら

い
の

層
で

進
学

意
向

が
強

く
で

て
い

る
傾

向
が

み
ら

れ
る

。

※
n
数

が
少

な
い

た
め

参
考

1
6

C
o
p
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ig
h
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0
1
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n
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d
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n
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３
．
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
へ
の
進
学
意
向

＜
ク

ロ
ス

集
計

：
進

学
意

向
ｘ

理
系

文
系

＞

•
仮

に
合

格
し

た
場

合
、

の
進

学
意

向
は

い
ず

れ
も

高
い

。
•

Ｔ
Ｏ

Ｐ
２

で
見

た
場

合
、

や
は

り
複

合
系

の
層

で
進

学
意

向
が

強
く
で

て
い

る
傾

向
が

み
ら

れ
る

。
•

一
方

、
「
理

系
だ

」
と

す
る

層
で

は
Ｔ

Ｏ
Ｐ

２
回

答
が

低
い

。

※
n
数

が
少

な
い

た
め

参
考

1
7

C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d
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４
．
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
訴
求
点

＜
ク

ロ
ス

集
計

：
魅

力
に

感
じ

る
点

ｘ
興

味
＞

•
全

体
と

し
て

、
【
Ａ

】
の

魅
力

が
高

い
。

続
い

て
【Ｅ

】
、

【
Ｆ

】
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

３
領

域
は

、
興

味
が

少
な

い
層

へ
も

幅
広

く
訴

求
し

て
い

る
。

•
「
興

味
が

湧
く
」
層

に
限

っ
て

は
、

２
番

目
に

魅
力

が
高

い
の

が
【
Ｃ

】
。

1
8

C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d

(Q
5
) 
あ

な
た

は
、

食
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

部
の

ど
の

よ
う

な
点

が
魅

力
的

だ
と

思
い

ま
す

か
。

あ
て

は
ま

る
も

の
を

全
て

、
お

選
び

く
だ

さ
い

。
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４
．
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
訴
求
点

＜
ク

ロ
ス

集
計

：
魅

力
に

感
じ

る
点

ｘ
理

系
文

系
＞

•
理

系
と

文
系

で
は

、
訴

求
ポ

イ
ン

ト
に

ば
ら

つ
き

が
み

ら
れ

る
。

•
理

系
に

な
る

と
人

気
が

高
い

の
が

、
【
Ｃ

】
、

【
Ｄ

】
で

、
全

体
よ

り
比

率
が

高
い

。
•

文
系

だ
と

、
【
Ａ

】
、

【Ｅ
】
、

【
Ｆ

】
と

高
く
で

て
い

る
。

1
9

C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d

(Q
5
) 
あ

な
た

は
、

食
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

部
の

ど
の

よ
う

な
点

が
魅

力
的

だ
と

思
い

ま
す

か
。

あ
て

は
ま

る
も

の
を

全
て

、
お

選
び

く
だ

さ
い

。
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付
録

2
0

C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d
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■
調
査
票

<
事
前
調
査
>

2
1

C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d
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■
調
査
票

<
本
調
査
>

2
2

C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d
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■
調
査
票

<
本
調
査
>

2
3

C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d
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■
調
査
票

<
本
調
査
>

2
4

C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d
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■
調
査
票

<
本
調
査
>

2
5

C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d
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提
携
校
お
よ
び
附
属
校
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
設
置
委
員
会
事
務
局

資
料
4
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提
携
校
結
果

39



ア
ン
ケ
ー
ト
概
要

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
期
間
：
2
0
1
7
年
4
⽉
2
4
⽇
か
ら
5
⽉
1
2
⽇

ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
校
：
平
安
⼥
学
院
⾼
等
学
校
、
育
英
⻄
⾼
等
学
校
、

初
芝
⽴
命
館
⾼
等
学
校
、
初
芝
橋
本
⾼
等
学
校

ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
⽣
徒
：
各
提
携
校
在
籍
・
⾼
校
3
年
⽣

ア
ン
ケ
ー
ト
⽅
法
：
ペ
ー
パ
ー
配
布
の
上
、
記
⼊
し
て
返
送

回
答
者
数
（
有
効
回
答
数
）
：
7
4
3
名

40



問
1
：
あ
な
た
の
⾼
校
卒
業
後
の
希
望
進
路
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

⼤
学

9
2
.2
%

短
期
⼤
学

1
.2
%

専
⾨
学
校

2
.8
%

就
職

0
.9
%

そ
の
他

2
.8
%

⼈
数

⽐
率

⼤
学

68
4

92
.2
%

短
期
⼤
学

9
1.
2%

専
⾨
学
校

21
2.
8%

就
職

7
0.
9%

そ
の
他

21
2.
8%

総
計

74
2

10
0.
0%
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問
2
：
あ
な
た
は
⽴
命
館
⼤
学
が
設
置
構
想
中
の
「
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
」
に

興
味
が
あ
り
ま
す
か
。 と
て
も
興
味
が

あ
る

6
.9
%

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
興
味
が
あ
る

2
0
.8
%

興
味
が
あ
る

1
1
.3
%

あ
ま
り
興
味
が

な
い

2
8
.8
%

ま
っ
た
く
興
味

が
な
い

3
2
.2
%

⼈
数

⽐
率

と
て
も
興
味
が
あ
る

51
6.
9%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
興
味
が
あ
る

15
4

20
.8
%

興
味
が
あ
る

84
11
.3
%

あ
ま
り
興
味
が
な
い

21
4

28
.8
%

ま
っ
た
く
興
味
が
な
い

23
9

32
.2
%

総
計

74
2
10
0.
0%

何
ら
か
の
興
味
が
あ
る
層
は
、
3
9
.0
％
存
在
す
る
。

42



問
3
：
あ
な
た
は
⽴
命
館
⼤
学
が
設
置
構
想
中
の
「
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
」
を

受
験
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

受
験
し
た
い

5
.1
%

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
受
験
し
た

い
1
8
.9
%

受
験
し
な
い

7
6
.0
%

⼈
数

⽐
率

受
験
し
た
い

38
5.
1%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
受
験
し
た
い

14
0

18
.9
%

受
験
し
な
い

56
3

76
.0
%

総
計

74
1
10
0.
0%

積
極
的
な
受
験
希
望
は
5
.1
％
、
消
極
的
な
受
験
層
は

1
8
.9
％
で
あ
り
、
2
4
.0
％
が
な
ん
ら
か
の
受
験
希
望

を
持
っ
て
い
る
。
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問
4
：
あ
な
た
は
⽴
命
館
⼤
学
が
設
置
構
想
中
の
「
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
」
に

合
格
し
た
場
合
、
⼊
学
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

合
格
し
た
場
合
、
⼊

学
し
た
い

5
1
.3
%

合
格
し
た
場
合
、
併

願
⼤
学
の
結
果
に

よ
っ
て
は
⼊
学
し
た

い
4
8
.7
%

⼈
数

⽐
率

合
格
し
た
場
合
、
⼊
学
し
た
い

13
7

51
.3
%

合
格
し
た
場
合
、
併
願
⼤
学
の
結
果
に
よ
っ
て

は
⼊
学
し
た
い

13
0

48
.7
%

総
計

26
7

10
0.
0%

受
験
希
望
者
数
よ
り
も
回
答
者
数
が
多
く
な
っ
て
い

る
が
、
積
極
的
に
⼊
学
を
希
望
し
て
い
る
第
⼀
希
望

者
層
が
1
3
7
名
（
5
1
.3
％
、
全
体
⽐
1
8
.5
％
）
存
在
し

て
い
る
。
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問
3
：
あ
な
た
が
、
⽴
命
館
⼤
学
が
設
置
構
想
中
の
「
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
」

を
「
受
験
し
な
い
」
、
ま
た
は
「
合
格
し
た
場
合
、
併
願
⼤
学
の
結
果
に
よ
っ

て
は
⼊
学
し
た
い
」
と
回
答
さ
れ
た
理
由
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
）

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0%

通
学
が
不
便
そ
う
だ
か
ら

他
の
⼤
学
・
学
部
と
⽐
べ
て
学
費
が
⾼
い
か
ら

国
公
⽴
⼤
学
へ
の
進
学
を
強
く
希
望
し
て
い
る
か
ら

他
の
私
⽴
⼤
学
へ
の
進
学
を
強
く
希
望
し
て
い
る
か
ら

興
味
・
関
⼼
の
あ
る
分
野
で
は
な
い
か
ら

興
味
・
関
⼼
の
あ
る
分
野
だ
が
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
学
部
へ
の
進
学
は
不
安
だ
か
ら

⼤
学
進
学
は
し
な
い

そ
の
他

当
て
は
ま
る

当
て
は
ま
ら
な
い

受
験
し
な
い
、
第
⼀
志
望
で
は
な
い
、
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
は
、
分
野
に
興
味
が
な
い
、
と
い
う
の
が

も
っ
と
も
多
い
（
6
1
.0
％
）
理
由
で
あ
る
。
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ア
ン
ケ
ー
ト
結
論

⼤
学
へ
ほ
と
ん
ど
が
進
学
を
希
望
し
て
い
る
（
9
2
.2
％
）
提
携
校
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
⾒
れ
ば
、
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
へ
の
興
味
は
⾼
く
（
3
9
.0
％
）
、
受
験
希
望
層
も

2
4
.0
％
（
受
験
し
た
い
5
.1
％
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
受
験
し
た
い
1
8
.9
％
）
存
在
す
る
。

ま
た
進
学
に
関
し
て
合
格
し
た
場
合
の
⼊
学
希
望
は
1
3
7
名
（
全
体
⽐
1
8
.5
％
）
存
在
す

る
。
そ
の
上
で
進
学
を
希
望
し
な
い
層
の
理
由
を
⾒
れ
ば
、
そ
の
多
く
は
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
い
う
分
野
に
興
味
の
な
い
層
（
6
1
.0
％
）
で
あ
る
。

上
記
の
事
か
ら
、
提
携
校
⽣
に
つ
い
て
も
、
充
分
な
学
⽣
確
保
が
可
能
で
あ
る
と
⾔
え

る
。
併
せ
て
、
⽴
命
館
⼤
学
へ
の
進
学
希
望
者
の
多
い
⾼
等
学
校
で
は
あ
る
点
を
差
し
引

け
ば
、
社
会
的
な
志
願
状
況
を
⼀
定
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
分
野
へ
の
何
ら
か
の

興
味
を
抱
く
⽣
徒
に
と
っ
て
魅
⼒
あ
る
学
部
で
あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
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附
属
校
結
果
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ア
ン
ケ
ー
ト
概
要

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
期
間
：
2
0
1
7
年
4
⽉
2
4
⽇
か
ら
5
⽉
1
2
⽇

ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
校
：
⽴
命
館
⾼
等
学
校
、
⽴
命
館
宇
治
⾼
等
学
校
、

⽴
命
館
慶
祥
⾼
等
学
校
、
⽴
命
館
守
⼭
⾼
等
学
校

ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
⽣
徒
：
各
附
属
校
在
籍
・
⾼
校
3
年
⽣

ア
ン
ケ
ー
ト
⽅
法
：
ペ
ー
パ
ー
配
布
の
上
、
記
⼊
し
て
返
送

回
答
者
数
（
有
効
回
答
数
）
：
1
1
8
3
名
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⼈
数

⽐
率

⽴
命
館
⼤
学

87
2

73
.8
%

⽴
命
館
⼤
学
以
外
の
⼤
学

27
6

23
.4
%

短
期
⼤
学

1
0.
1%

専
⾨
学
校

5
0.
4%

就
職

8
0.
7%

そ
の
他

20
1.
7%

総
計

11
82

10
0.
0%

⽴
命
館
⼤
学

7
3
.8
%

⽴
命
館
⼤
学
以

外
の
⼤
学

2
3
.4
%

短
期
⼤
学

0
.1
%

専
⾨
学
校

0
.4
%

就
職

0
.7
%

そ
の
他

1
.7
%

問
1
：
あ
な
た
の
⾼
校
卒
業
後
の
希
望
進
路
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
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問
2
：
あ
な
た
は
⽴
命
館
⼤
学
が
設
置
構
想
中
の
「
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
」
に

興
味
が
あ
り
ま
す
か
。

と
て
も
興
味
が

あ
る

1
4
.6
% ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

興
味
が
あ
る

1
9
.2
%

興
味
が
あ
る

1
1
.6
%

あ
ま
り
興
味
が

な
い

3
0
.9
%

ま
っ
た
く
興

味
が
な
い

2
3
.7
%

⼈
数

⽐
率

と
て
も
興
味
が
あ
る

17
3

14
.6
%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
興
味
が
あ
る

22
7

19
.2
%

興
味
が
あ
る

13
7

11
.6
%

あ
ま
り
興
味
が
な
い

36
5

30
.9
%

ま
っ
た
く
興
味
が
な
い

28
0

23
.7
%

総
計

11
82

10
0.
0%

何
ら
か
の
興
味
が
あ
る
層
は
、
4
5
.4
％
存
在
す
る
。
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問
3
：
あ
な
た
は
⽴
命
館
⼤
学
が
設
置
構
想
中
の
「
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
」
に

進
学
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

とて
も
進
学
した
い

9.
9%

進
学
した
い

3.
6%

どち
らか
とい
え
ば

進
学
した
い

11
.7
%

進
学
しな
い

74
.9
%

⼈
数

⽐
率

と
て
も
進
学
し
た
い

11
7

9.
9%

進
学
し
た
い

42
3.
6%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
進
学
し
た
い

13
8

11
.7
%

進
学
し
な
い

88
6

74
.9
%

総
計

11
83

10
0.
0%

進
学
希
望
層
（
と
て
も
進
学
し
た
い
、
進
学
し
た
い
）

で
、
1
3
.5
％
、
興
味
を
持
つ
層
（
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
）
ま
で
含
め
ば
2
5
.2
％
が
進
学
へ
の
興
味
を
有
し
て

い
る
。
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問
3
：
あ
な
た
が
、
⽴
命
館
⼤
学
が
設
置
構
想
中
の
「
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
」

に
「
進
学
し
な
い
」
と
回
答
さ
れ
た
理
由
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
）

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

通
学
が
不
便
そ
う
だ
か
ら

他
の
⼤
学
・
学
部
と
⽐
べ
て
学
費
が
⾼
い
か
ら

国
公
⽴
⼤
学
へ
の
進
学
を
強
く
希
望
し
て
い
る
か
ら

他
の
私
⽴
⼤
学
へ
の
進
学
を
強
く
希
望
し
て
い
る
か
ら

興
味
・
関
⼼
の
あ
る
分
野
で
は
な
い
か
ら

興
味
・
関
⼼
の
あ
る
分
野
だ
が
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
学
部
へ
の
進
学
は
不
安
だ
か
ら

⼤
学
進
学
は
し
な
い

そ
の
他

当
て
は
ま
る

当
て
は
ま
ら
な
い

進
学
し
な
い
、
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
は
、
分
野
に
興
味
が
な
い
、
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
（
7
1
.7
％
）
で

あ
る
。
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ア
ン
ケ
ー
ト
結
論

⽴
命
館
⼤
学
へ
ほ
と
ん
ど
が
進
学
す
る
（
7
3
.8
％
）
附
属
校
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

⾒
れ
ば
、
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
へ
の
興
味
は
⾼
く
（
4
5
.4
％
）
、
進
学
希
望
層
も

1
3
.5
％
存
在
す
る
。
ま
た
進
学
に
関
し
て
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
と
い
う
消
極
的
希
望

を
持
つ
層
も
含
め
れ
ば
2
5
.2
％
が
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
へ
の
進
学
を
意
識
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
進
学
を
希
望
し
な
い
層
の
理
由
を
⾒
れ
ば
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
い
う
分
野
に
興
味
の
な
い
層
（
7
1
.7
％
）
で
あ
る
。

上
記
の
事
か
ら
、
附
属
校
⽣
に
つ
い
て
、
充
分
な
学
⽣
確
保
が
可
能
で
あ
る
と
⾔
え
る
。
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4 
 

 
 

128 4 132 20,865  

128 4  

11 24 25 35  

 
 

 1 5  
 

132 128 4

1 1-1

20,865 4,156

19.9% 2,231 10.7% 1,850 8.9%

1,438 6.9% 503 2.4% 10,178

48.8% 1,911 9.2% 850 4.1%

1,099 5.3% 2,791 13.4% 1,443 6.9%

2,520 12.1% 10,614 50.9%

 

2 1-2 10,441 50.0% 10,280

49.3%  

3 1-3

4,181 20.0% 2

 

 4 1-4

19,646 94.2%  

5 1-5

7,357 35.3% 6,033 28.9%

5,217 25.0%  
 

1-1 1  

 

n = 20,865  
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5 
 

 
1-2 2  

 

 
 

1-3 3  

 

 
1-4 4  

 

n = 20,865  

n = 20,865  

n = 20,865  
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6 
 

 
 

1-5 5  

 
 
 

6 10 6 9
 

 132 128 4

1,422

6 2-1 1,750

8.4% 5,727 27.4%

7,477 35.8%

700 5,727 40.0% 1,035 59.1%

2,236 5,727 39.0%

3,461 60.4% 2,936 7,477

39.3% 4,496 60.1%  

 7 2-2 128 1,422 19,800

7.2% 524 1,422

36.8% 888 62.7%  

8 7 2-3 128

4

733 320 2.3

870 1,603 5.0

8 541 237 541 43.8%

300 55.5% 7 192 76 192

39.6% 115 59.9% 8 870

282 870 32.4% 582 66.9%  

128 1,422 4

n = 20,865  
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7 
 

192 1,614 3

9 8 2-4

801 1,614 49.6% 785 48.6%

537 33.3%  

 
2-1 6  

 
 

 

 

 

 

  

 

 
2-2 7  128  

 
 
 
 

 

 

n = 20,865  

n = 1,750  n = 5,727  n = 7,477  

n = 19,800  

n = 1,422  
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2-3 8 7  

 

 
 

        7 1,422 11 8  

         1,603  

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 
 
 

2-4 9 8  

 

 

n = 1,614 7 1,422 7 192  

n = 1,614 7 1,422 7 192  

 1,603  

733    
 

  
 

 

n = 541  n = 192  n = 870  
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11 10  

 
 128

17,791 853 18,644

11 10 3-1

957 18,644 5.1%

 

 
3-1 11 10  

 

 
 n = 18,644 7 17,791 7 853  
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128   
 

  30  

128  
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             3  

            2  

  

 

        

 

  28 6 7  

 

  30 2 28 3  

 

 

   

2 10  

 

 

  

38 128

 

        

 

  19,800  
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13 
 

 

 
 

  
      

 4 0 4 3.1% 

 2 0 2 1.6% 

 0 1 1 0.8% 

 1 1 2 1.6% 

 1 0 1 0.8% 

 1 0 1 0.8% 

 1 0 1 0.8% 

 0 1 1 0.8% 

 0 1 1 0.8% 

 0 3 3 2.3% 

 0 1 1 0.8% 

 0 1 1 0.8% 

 2 0 2 1.6% 

 1 0 1 0.8% 

 0 1 1 0.8% 

 1 0 1 0.8% 

 2 0 2 1.6% 

 6 1 7 5.5% 

 4 1 5 3.9% 

 2 3 5 3.9% 

 3 1 4 3.1% 

 6 2 8 6.3% 

 2 7 9 7.0% 

 6 9 15 11.7% 

 9 3 12 9.4% 

 1 2 3 2.3% 

 1 2 3 2.3% 

 0 1 1 0.8% 

 1 0 1 0.8% 

 4 0 4 3.1% 

 1 1 2 1.6% 

 1 1 2 1.6% 

 0 2 2 1.6% 

 6 4 10 7.8% 

 2 1 3 2.3% 

 0 1 1 0.8% 

 1 0 1 0.8% 

 1 3 4 3.1% 

 73 55 128 100.0% 

 57.0% 43.0% 100.0%
 

 

 
  

      

 520 0 520 2.6% 

 418 0 418 2.1% 

 0 104 104 0.5% 

 168 364 532 2.7% 

 45 0 45 0.2% 

 78 0 78 0.4% 

 85 0 85 0.4% 

 0 40 40 0.2% 

 0 169 169 0.9% 

 0 310 310 1.6% 

 0 163 163 0.8% 

 0 89 89 0.4% 

 302 0 302 1.5% 

 74 0 74 0.4% 

 0 213 213 1.1% 

 265 0 265 1.3% 

 157 0 157 0.8% 

 1,126 65 1,191 6.0% 

 457 133 590 3.0% 

 235 346 581 2.9% 

 302 129 431 2.2% 

 1,555 368 1,923 9.7% 

 458 1,204 1,662 8.4% 

 1,854 2,040 3,894 19.7% 

 1,015 446 1,461 7.4% 

 81 184 265 1.3% 

 38 232 270 1.4% 

 0 52 52 0.3% 

 109 0 109 0.6% 

 527 0 527 2.7% 

 236 64 300 1.5% 

 79 175 254 1.3% 

 0 202 202 1.0% 

 704 490 1,194 6.0% 

 339 89 428 2.2% 

 0 293 293 1.5% 

 232 0 232 1.2% 

 38 339 377 1.9% 

 11,497 8,303 19,800 100.0% 

 58.1% 41.9% 100.0%
 

6  
1  

66



 128      

 

14 
 

128   
 

 

   

       

   534 2.7%   2 0.0% 

   419 2.1%   49 0.2% 

   108 0.5%   110 0.6% 

   527 2.7%   524 2.6% 

   2 0.0%   304 1.5% 

   1 0.0%   1 0.0% 

   46 0.2%   250 1.3% 

   76 0.4%   203 1.0% 

   93 0.5%   0 0.0% 

  2 0.0%   1,250 6.3% 

  50 0.3%   360 1.8% 

  193 1.0%   293 1.5% 

  261 1.3%   3 0.0% 

  173 0.9%   231 1.2% 

  90 0.5%   375 1.9% 

  299 1.5%   0 0.0% 

  76 0.4%   8 0.0% 

  210 1.1%   69 0.3% 

  265 1.3%   19,800 100.0% 

  159 0.8%  

  1,187 6.0%  

  590 3.0%  

  581 2.9%  

  432 2.2%  

  2,049 10.3%    
  1,424 7.2%    
  4,023 20.3%    
  1,433 7.2%    
  302 1.5%    
  163 0.8%    

 

    
   

   9,875 49.9% 

   9,793 49.5% 

  132 0.7% 

  19,800 100.0% 
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15 
 

 

    
   

   2,833 14.3% 

   3,280 16.6% 

   3,017 15.2% 

   2,646 13.4% 

   3,578 18.1% 

   1,810 9.1% 

   3,848 19.4% 

   1,088 5.5% 

   564 2.8% 

  2,608 13.2% 

  3,740 18.9% 

  1,539 7.8% 

  1,432 7.2% 

  403 2.0% 

  1,722 8.7% 

  1,890 9.5% 

  1,493 7.5% 

  1,744 8.8% 

  1,915 9.7% 

  1,865 9.4% 

  475 2.4% 

  

      19,800  

 
    

   

   18,593 93.9% 

   878 4.4% 

   1,728 8.7% 

   681 3.4% 

   169 0.9% 

  

      19,800  
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   6,928 35.0% 

   4,614 23.3% 

   2,633 13.3% 

   2,121 10.7% 

   5,725 28.9% 

   1,111 5.6% 

   1,308 6.6% 

   4,962 25.1% 

   505 2.6% 

  

      19,800  

 
  

   

   1,545 7.8%

   5,339 27.0% 

   6,922 35.0% 

   5,837 29.5% 

  157 0.8%

  19,800 100.0% 

 
  

   

   1,422 7.2% 

   17,791 89.9% 

  587 3.0% 

  19,800 100.0% 

 
   

1,422  

 
  

   

   541 38.0% 

   870 61.2% 

  11 0.8% 

  1,422 100.0% 
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   479 55.1% 

   338 38.9% 

   65 7.5% 

   18 2.1% 

  

      870  

  
 

   

   680 47.8% 

   466 32.8% 

   730 51.3% 

 9  

      1,422  

10 
 

   

   400 28.1% 

   535 37.6% 

   212 14.9% 

   133 9.4% 

   56 3.9% 

  86 6.0% 

  1,422 100.0% 

   

   

17,791  

 

11  

   

   12,836 72.1% 

   5,392 30.3% 

   1,837 10.3% 

   868 4.9% 

   1,691 9.5% 

   2,210 12.4% 

   566 3.2% 

   597 3.4% 
 11  

      17,791  
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18 
 

 

12  

   

 
 

 1,763 9.9% 

 2,305 13.0% 

 959 5.4% 

 765 4.3% 

 1,037 5.8% 

 1,298 7.3% 

 
 

 1,500 8.4% 

 310 1.7% 

 1,411 7.9% 

 
 

 1,134 6.4% 

 294 1.7% 

 1,582 8.9% 

 1,511 8.5% 

 669 3.8% 
 12  

      17,791  
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128   

 

 

 1 5  

 
 128 1

1-1

19.800 4,023 20.3% 2,049 10.3%

1,424 7.2% 1,433 7.2% 465 2.3%

9,394 47.4% 1,637 8.3%

848 4.3% 1,099 5.6% 2,790 14.1%

1,443 7.3% 2,520 12.7% 10,337

52.2%  

2 1-2 9,875 49.9% 9,793 49.5%

 

3 1-3

3,848 19.4% 2

 

 4 1-4

18,593 93.9%  

5 1-5

6,928 35.0% 5,725 28.9% 4,962

25.1%  

 
1-1 1  

 

n = 19,800  
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1-2 2  

 

1-3 3  

 
 

1-4 4  

 

n = 19,800  

n = 19,800  

n = 19,800  

73



 128      

 

21 
 

 
1-5 5  

 
 

6 10  
 
 128

6 2-1 1,545 7.8%

5,339 27.0% 6,884 34.8%

605

1,545 39.2% 927 60.0% 2,064

5,339 38.7% 3,248 60.8%

2,669 6,884 38.8% 4,175 60.6%

 

7 2-2 1,422 7.2%

524 1,422 36.8% 888 62.7%

 

8 2-3 1,422 541

870

237 541 43.8%

300 55.5% 282

870 32.4% 582 66.9%  

1,422 3

9 2-4

730 1,422 51.3% 680 47.8%

466 32.8%  

n = 19,800  
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n = 1,422  
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   205 19.2% 

   388 36.4% 
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  1,065 100.0% 
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1 1-1

1,065 426 40.0% 182

17.1% 133 12.5% 43 4.0%

784 73.6%

273 25.6%  

2 1-2 566 53.1% 487 45.7%

 

3 1-3
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1,053 98.9%  

5 1-5
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Ⅰ． １．書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類 資料」 102 ページから 131 ページ 

２．出典 

経済解析室（経済産業省）飲食関連産業の動向（FBI：2016 年第４四半期） 

３．引用範囲 

http://www.meti.go.jp/statistics/toppage/report/minikeizai/pdf/h2amini074j.pdf 

（１ページから 29 ページ） 
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■
調
査
概
要

調
査

目
的

：
新

設
す

る
食

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
部

に
対

す
る

企
業

側
の

必
要

性
を

把
握

す
る

。
①

食
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

部
は

企
業

か
ら

必
要

だ
と

感
じ

ら
れ

る
か

。
②

食
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

部
出

身
者

を
企

業
は

採
用

し
た

い
と

感
じ

る
か

。

調
査

対
象

：
マ

ク
ロ

ミ
ル

モ
ニ

タ
2
0
～

5
9
歳

男
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調
査
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：
全

国
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方
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調
査
対
象
者
属
性
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■
本
調
査
対
象
者
（
n=
41
2）

の
属
性
①

性
別

年
齢

地
域

職
業

職
種
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■
本
調
査
対
象
者
（
n=
41
2）

の
属
性
②

業
種

※
大
分
類
に
よ
る
集
計
表
示

5
C
o
p
yr
ig
h
t 
 ©

 2
0
1
7
 O
n
si
d
e 
M
ar
ke
ti
n
g.
 A
ll 
R
ig
h
ts
 R
es
er
ve
d

136



■
本
調
査
対
象
者
（
n=
41
2）

の
属
性
③

業
種

（
中
分
類
）

※
全
体
に
対
す
る
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
グ
ラ
フ
表
示

6
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■
本
調
査
対
象
者
（
n=
41
2）

の
属
性
④

採
用
業
務
へ
の
関
与
度

勤
務
先
企
業
の
従
業
員
数
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■
本
調
査
対
象
者
（
n=
41
2）

の
属
性
⑤

8

従
業
員
数
Ｘ
業
種
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調
査
結
果
【
要
約
】
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総
括

食
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

部
に

対
す

る
社

会
的

必
要

性
、

ま
た

卒
業

生
に

対
す

る
採

用
意

向
に

つ
い

て
検

証
す

べ
く
、

外
部

機
関

で
あ

る
、

合
同

会
社

オ
ン

サ
イ

ド
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

（
所

在
地

：
東

京
都

三
鷹

市
）
が

調
査

を
実

施
し

た
。

調
査

の
方

法
は

、
前

頁
の

通
り

規
模

が
５

０
名

以
上

の
企

業
で

、
人

事
・
総

務
に

所
属

す
る

採
用

担
当

者
を

対
象

と
し

た
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

リ
サ

ー
チ

に
よ

る
。

調
査

期
間

に
つ

い
て

、
事

前
調

査
：

2
0
1
7
年
4
月
2
4
日

（
月

）
～
4
月
2
5
日

（
火

）
本

調
査

：
2
0
1
7
年
4
月
2
6
日

（
水

）
～
4
月
2
7
日

（
木

）
に

行
っ

た
。

【
社

会
的

必
要

性
に

つ
い

て
】

本
調

査
回

答
者

４
１

２
名

（
属

性
は

前
頁

）
の

う
ち

、
本

学
部

の
社

会
的

必
要

性
に

つ
い

て
「
必

要
だ

と
思

う
」
、

「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
必

要
だ

と
思

う
」が

過
半

数
の

５
１

．
７

％
。

ま
た

、
３

０
０

人
以

上
の

企
業

規
模

を
持

つ
採

用
担

当
者

に
限

定
し

て
集

計
す

る
と

、
５

７
．

３
８

％
が

本
学

部
の

設
置

を
必

要
と

し
て

い
る

。
こ

こ
か

ら
食

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
部

の
社

会
的

な
必

要
性

は
認

め
ら

れ
て

い
る

、
と

い
え

る
。

【
卒

業
生

の
採

用
意

向
に

つ
い

て
】

食
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

部
を

卒
業

し
た

学
生

を
採

用
す

る
可

能
性

を
尋

ね
た

結
果

、
「
是

非
採

用
し

た
い

」
、

「
採

用
を

検
討

し
た

い
」
を

合
わ

せ
、

本
学

部
の

必
要

性
に

つ
い

て
３

６
．

４
％

が
必

要
と

考
え

て
い

る
。

さ
ら

に
、

３
０

０
人

以
上

の
企

業
規

模
を

持
つ

採
用

担
当

者
に

限
定

し
て

集
計

す
る

と
、

４
３

．
０

２
％

が
本

学
部

の
設

置
を

必
要

と
し

て
い

る
。

よ
っ

て
食

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
部

卒
業

生
の

社
会

的
採

用
意

向
は

高
い

と
い

え
る

。
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⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
社
会
的
必
要
性

1
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イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
リ

サ
ー

チ
か

ら
み

ら
れ

る
食

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
部

に
対

す
る

社
会

的
必

要
性

は
、

次
の

通
り

で
あ

る
。

■
社

会
的

必
要

性
に

つ
い

て

回
答

者
４

１
２

名
（
属

性
は

前
頁

）
全

体
で

、
「
必

要
だ

と
思

う
」
、

「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
必

要
だ

と
思

う
」を

合
わ

せ
、

本
学

部
の

必
要

性
に

つ
い

て
５

１
．

７
%

が
必

要
と

考
え

て
い

る
。

さ
ら

に
、

３
０

０
人

以
上

の
企

業
規

模
を

持
つ

採
用

担
当

者
に

限
定

し
て

集
計

す
る

と
、

５
７

．
３

８
％

が
本

学
部

の
設

置
を

必
要

と
し

て
お

り
、

規
模

の
大

き
い

企
業

か
ら

の
評

価
が

高
い

。

5
7
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⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
卒
業
⽣
採
⽤
意
向

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
リ

サ
ー

チ
か

ら
み

ら
れ

る
食

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
部

の
卒

業
生

採
用

意
向

は
、

次
の

通
り

で
あ

る
。

■
卒

業
生

採
用

意
向

に
つ

い
て

回
答

者
4
1
2
名

（
属

性
は

前
頁

）
に

対
し

て
本

学
部

を
卒

業

し
た

学
生

を
採

用
す

る
可

能
性

を
尋

ね
た

結
果

、
「
是

非
採

用
し

た
い

」
、

「
採

用
を

検
討

し
た

い
」
を

合
わ

せ
、

本
学

部
の

必
要

性
に

つ
い

て
３

６
．

４
％

が
必

要
と

考
え

て
い

る
。

さ
ら

に
、

３
０

０
人

以
上

の
企

業
規

模
を

持
つ

採
用

担
当

者
に

限
定

し
て

集
計

す
る

と
、

４
３

．
０

２
％

が
本

学
部

の
設

置
を

必
要

と
し

て
お

り
、

や
は

り
規

模
の

大
き

い
企

業
か

ら
の

評
価

が
高

い
。

以
上

の
通

り
、

食
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

部
卒

業
生

に
対

す
る

採
用

意
向

は
高

い
と

い
え

る
。

な
お

、
「
ど

ち
ら

と
も

言
え

な
い

／
わ

か
ら

な
い

」
お

よ
び

「
採

用
は

検
討

し
な

い
」
の

う
ち

、
人

物
本

位
の

方
針

を
と

り
、

学
部

の
評

価
と

採
用

意
向

の
関

連
が

低
い

回
答

者
が

、
過

半
数

を
超

え
る

５
８

．
４

％
で

あ
っ

た
。

（
次

頁
参

照
）
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⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
卒
業
⽣
採
⽤
意
向

（
補
⾜
）
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■
「
ど

ち
ら

と
も

言
え

な
い

／
わ

か
ら

な
い

」
お

よ
び

「
採

用
は

検
討

し
な

い
」
の

理
由

本
学

部
を

卒
業

し
た

学
生

を
採

用
す

る
可

能
性

に
つ

い
て

「
ど

ち
ら

と
も

言
え

な
い

／
わ

か
ら

な
い

」
お

よ
び

「
採

用
は

検
討

し
な

い
」
と

答
え

た
回

答
者

に
理

由
を

聴
取

し
た

と
こ

ろ
、

下
記

の
通

り
と

な
っ

た
。

グ
ラ

フ
中

、
「
学

生
を

実
際

に
見

な
け

れ
ば

わ
か

ら
な

い
」
と

答
え

た
５

８
．

４
％

は
、

人
物

本
位

の
採

用
を

行
っ

て
い

る
た

め
、

そ
も

そ
も

採
用

意
向

に
関

し
て

学
部

の
専

門
性

を
問

わ
な

い
方

針
で

あ
っ

た
。
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調
査
結
果
【
詳
細
】
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１
．
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
必
要
性

＜
ク

ロ
ス

集
計

：
必

要
性

ｘ
業

種
ｘ

採
用

を
主

と
す

る
か

＞

※
「
業

種
ｘ

採
用

を
主

と
す

る
か

」
に

て
、
n
数

が
少

な
す

ぎ
る

セ
グ

メ
ン

ト
が

存
在

し
て

い
ま

す
。

（
採

用
業

務
を

主
に

し
て

い
る

場
合

）

•
業

種
で

見
た

場
合

、
食

が
直

接
関

係
し

そ
う

な
製

造
業

や
サ

ー
ビ

ス
業

で
、

Ｔ
Ｏ

Ｐ
２

の
値

が
高

い
。

•
必

要
で

な
い

と
思

う
、

が
3
0
%

を
越

え
る

の
は

、
建

設
業

、
小

売
業

と
な

っ
て

い
る

。

（
主

で
は

な
い

が
、

採
用

業
務

を
し

て
い

る
場

合
）

•
製

造
業

、
そ

の
他

に
て

、
Ｔ

Ｏ
Ｐ

２
の

値
が

高
い

•
必

要
で

な
い

と
思

う
、

の
Ｂ

Ｏ
Ｔ

Ｔ
Ｏ

Ｍ
１

は
業

種
通

じ
て

低
い

。
主

で
は

な
い

た
め

、
採

用
基

準
が

明
確

で
な

い
こ

と
も

影
響

し
て

い
る

と
推

定
さ

れ
る

。
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１
．
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
必
要
性

＜
ク

ロ
ス

集
計

：
必

要
性

ｘ
従

業
員

数
ｘ

採
用

を
主

と
す

る
か

＞

・
従

業
員

数
２

０
０

名
以

上
の

企
業

で
は

、
必

要
性

が
総

じ
て

高
い

傾
向

が
見

え
る

。
・

採
用

を
主

と
し

て
い

る
サ

ン
プ

ル
の

方
が

、
主

で
は

な
い

サ
ン

プ
ル

よ
り

も
必

要
性

が
総

じ
て

高
い

・
採

用
を

主
と

し
て

い
る

サ
ン

プ
ル

で
、

規
模

が
大

き
い

企
業

ほ
ど

「
必

要
だ

と
思

う
」
回

答
が

多
い

。

1
6

n
=
3
0
以
上
の
場
合

[比
率

の
差

]

全
体

+
1
0
 ﾎ

ﾟｲ
ﾝ
ﾄ

全
体

+
5
 ﾎ

ﾟｲ
ﾝ
ﾄ

全
体

-
5
 ﾎ

ﾟｲ
ﾝ
ﾄ

全
体

-
1
0
 ﾎ

ﾟｲ
ﾝ
ﾄ
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３
．
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
卒
業
⽣
の
採
⽤
意
向

＜
ク

ロ
ス

集
計

：
採

用
意

向
ｘ

業
種

ｘ
担

当
を

主
と

す
る

か
＞

・
サ

ー
ビ

ス
業

の
採

用
主

担
当

者
で

は
４

４
．

７
％

が
採

用
意

向
を

示
し

て
い

る
。

・
サ

ー
ビ

ス
業

、
製

造
業

の
主

担
当

者
で

採
用

意
向

が
強

い
。

・
主

担
当

者
で

な
い

場
合

に
、

Ｔ
Ｏ

Ｐ
１

回
答

率
が

低
く
、

中
庸

意
見

が
多

い
傾

向
。
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３
．
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
卒
業
⽣
の
採
⽤
意
向

＜
ク

ロ
ス

集
計

：
採

用
意

向
ｘ

従
業

員
数

ｘ
担

当
を

主
と

す
る

か
＞

・
従

業
員

数
の

多
い

企
業

の
方

が
採

用
意

向
が

高
い

。
３

０
０

人
以

上
の

企
業

で
採

用
意

向
が

高
い

傾
向

が
あ

る
。

・
特

に
３

０
０

０
人

～
５

０
０

０
人

の
企

業
の

採
用

担
当

者
で

は
、

５
４

．
６

％
が

採
用

を
検

討
す

る
意

向
が

あ
る

。
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４
．
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
卒
業
⽣
へ
の
興
味

＜
ク

ロ
ス

集
計

：
興

味
ｘ

従
業

員
数

ｘ
担

当
を

主
と

す
る

か
＞

・
３

０
０

人
以

上
の

会
社

で
、

興
味

が
高

い
傾

向
が

み
ら

れ
る

。
・

特
に

３
０

０
０

人
～

５
０

０
０

人
の

企
業

の
採

用
担

当
者

で
は

、
７

２
．

７
％

が
卒

業
生

に
興

味
を

示
し

て
い

る
。
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５
．
⾷
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
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